
生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.244)

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー
三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
は
、
紙
面
で
の
発
表
か

ら
１
か
月
程
度
の
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
下
記
の
宛
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。ま

た
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受

け
つ
け
て
お
り
ま
す
。

「
お
げ
ん
き
で
す
か
」を

読
ん
で
の
ご
意
見
・
ご

感
想
な
ど
も
お
書
き
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
5
名
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。〆
切
は
９

月
30
日
で
、当
選
者
は

11
月
号
の
紙
面
で
発
表

し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
８
月
号
の
答
え
】 

正
解
19
通
　
不
正
解 

12
通

【
７
月
号
当
選
者
】

①
イ
（
30
〜
35
℃
未
満
）

②
ア
（
周
波
数
が
対
応
し
て
い
な
い
か
ら
）

③
ア
（
エ
ー
玉
）
、
イ
（
ビ
ー
玉
）

河
内
　
小
夜
子
さ
ん
（
日 

向 

市
）

肥
後
橋
　
　
平
さ
ん
（
高 

岡 

町
）

髙
橋
　
幸
　
彦
さ
ん
（
宮 

崎 

市
）

相
田
　
聡
　
子
さ
ん
（
宮 

崎 

市
）

川
越
　
順
　
子
さ
ん
（
宮 

崎 

市
）

体
温
計

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
ク
イ
ズ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。採
用
さ
れ
た
方
に
は
図
書
カ
ー
ド
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。応
募
の
際
は
郵
便
は
が
き
に
問
題
と
解
答

を
必
ず
ご
記
入
の
上
、左
記
の
宛
先
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

クイズ募集 　

９
月
に
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
残
暑
が
続
い
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ
熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
今
回
は
、
９
月
の
行
事
に
関
す
る
問
題
を

用
意
し
ま
し
た
。

問
１ 
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
こ
の
日
は
過
去
に

起
き
た
大
災
害
を
教
訓
と
す
る
た
め
に
１
９
６
０

年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
過
去
に
起
き

た
大
災
害
と
は
？

ア　

関
東
大
震
災　
　
　

イ　

伊
勢
湾
台
風

ウ　

御
岳
噴
火

問
２ 

９
月
16
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
毎
年
９
月
の
第
３

月
曜
日
が
こ
の
敬
老
の
日
と
な
り
ま
す
が
、
制
定

さ
れ
た
の
は
何
年
で
し
ょ
う
？

ア　

１
９
５
６
年　
　
　

イ　

１
９
６
６
年

ウ　

１
９
７
６
年

問
３ 

今
年
の
十
五
夜
は
９
月
17
日
で
す
。
お
餅
や
団
子

と
一
緒
に
お
供
え
と
し
て
飾
ら
れ
る
ス
ス
キ
で
す

が
、
ス
ス
キ
が
飾
ら
れ
る
理
由
と
し
て
正
し
く
な
い

も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
。

ア　

魔
除
け
の
た
め　
　

イ　

稲
穂
の
代
わ
り 

ウ　

子
孫
繁
栄
を
願
っ
て

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→2024年９月号

（No.516）

出
題 

機
関
紙
編
集
委
員
会

　

九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
組

合
員
交
流
研
修
会
in
佐
賀

に
参
加
を
し
た
。そ
の
２
日

目
に
行
わ
れ
た
分
科
会
で

は
、玄
海
原
発
コ
ー
ス
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
▼

佐
賀
県
と
い
え
ば
筑
紫
平

野
、
吉
野
ケ
里
遺
跡
、
有
田

や
唐
津
焼
等
と
ム
ツ
ゴ
ロ

ウ
、海
苔
と
芳
醇
な
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
が
、危
険
な

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
で
県

民
を
怒
ら
せ
て
い
る
▼
玄

海
原
発
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
は
、大
型
バ
ス
１
台
で
原

発
を
建
設
す
る
と
き
に
舗

装
し
た
道
路
を
走
っ
た
。大

型
車
が
辛
う
じ
て
す
れ
違

え
る
程
度
の
道
幅
が
、東
松

浦
半
島
の
上
場
台
地
を
横

断
し
て
い
る
。玄
海
町
の
原

発
に
た
ど
り
着
く
と
、東
松

浦
半
島
は
不
毛
で
痩
せ
、小

高
い
凸
ぼ
こ
が
続
い
て
い

る
だ
け
で
、田
畑
や
人
家
も

な
い
こ
と
に
驚
い
た
。地
元

の
案
内
者
の
説
明
で
は
、原

発
の
建
設
に
対
し
て
９
割

の
人
が
賛
成
し
て
お
り
、反

対
を
し
て
い
る
の
は
案
内

者
を
含
め
１
割
程
で
現
在

に
至
っ
て
い
る
と
の
こ
と

だ
▼
玄
海
町
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
パ
ー
ク
と
し
て
観
光
化

し
て
風
力
発
電
の
導
入
も

取
り
組
ん
で
い
る
。（

Ｋ
・
Ｙ
）

お口の健康に気をつけていますか？お口の健康に気をつけていますか？

　

歯
ブ
ラ
シ
は
、
固
め
で
は
な

く
普
通
か
柔
ら
か
め
の
も
の
で
、

ブ
ラ
シ
部
分
が
幅
広
に
な
っ
て

い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ブ
ラ
シ
が
ギ
ザ
ギ
ザ
に

な
っ
て
い
る
も
の
よ
り
、
フ
ラ

ッ
ト
（
平
坦
）
な
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
歯
磨
き
粉
は
、
フ

ッ
素
の
配
合
さ
れ
た
磨
き
粉

（
※
）
を
選
び
、
ブ
ラ
シ
部
分
全

体
（
2
セ
ン
チ
程
度
）
に
付
け

る
と
効
果
的
で
す
。

（
※
）
歯
を
フ
ッ
素
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
で
虫
歯
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

歯
磨
き
は
、
歯
垢
が
た
ま
り
や
す
い
歯
と
歯
の
間
や
、
歯
と
歯
茎
の

境
目
、奥
歯
の
噛
み
合
わ
せ
面
な
ど
を
重
点
的
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
な
く
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
（
※
）
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な

ど
を
使
い
、
歯
垢
や
食
べ
か
す
を
き
れ
い
に
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　

歯
磨
き
後
の
う
が
い
を
し
す
ぎ
る
と
、
せ
っ
か
く
歯
磨
き
粉
で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
た
フ
ッ
素
が
取
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
歯
磨
き
後
の
う
が
い

の
回
数
は
2
回
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
）
歯
ブ
ラ
シ
の
届
き
に
く
い
歯
と
歯
の
間
を
効
果
的
に
清
掃
す
る
道
具

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
、
噛
ん
だ
り
、
飲
み
込
ん
だ
り
、
話
し
た

り
す
る
た
め
の
口
腔
機
能
が
衰
え
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
嚙
む
力
が
弱

く
な
る
と
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
や
す
く
な
り
、
低
栄
養
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
活
舌
が
悪
く
な
る
と
人
と
の
関
わ
り
の
減

少
を
招
く
の
で
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
な
る
前
の
段
階
で
適
切
な

　
８
月
１
日
（
木
）、
宮
崎
医
療
生
協
の
健
康
づ
く
り
委

員
会
と
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
共
催
に
よ
る
合
同
学
習
会

「
歯
と
お
口
の
健
康
」
が
行
わ
れ
、
各
支
部
の
組
合
員
さ

ん
33
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
で
は
、
宮
崎
市

口
腔
保
健
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
主
任
歯
科
衛
生
士
の
浅
井

美
樹
さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、
組
合
員
さ
ん
の
口
腔
ケ

ア
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日

の
講
演
の
内
容
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
歯
磨
き
に
つ
い
て

◎
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
時
は
水
が
不
足
し
や
す
く
な
り
、
あ
ま
り
水
分
を
使
わ
な
い
口

腔
ケ
ア
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

唾
液
に
は
汚
れ
を
洗
い
流
す
自
浄
作
用
が
あ
り
ま
す
。
水
を
十
分
に

確
保
で
き
な
い
と
き
は
、
耳
の
真
下
部
分
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
温
め

る
こ
と
で
、
唾
液
を
十
分
に
出
す
よ
う
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ガ

ム
を
嚙
む
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

先
日
、
宮
崎
県
で
震
度
６
弱
の
地
震
が
あ
り
、
防
災
対
策
を
行
っ
て
い

る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
非
常
時
持
出
袋
に
歯
ブ
ラ
シ
以
外
の
ケ
ア

用
品
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
例
と
し
て
、
液
体
歯
ブ
ラ
シ
や
入
れ

歯
洗
浄
剤
、
口
腔
用
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
自
身
の

口
の
状
態
を
把
握
し
、
必
要
な
も
の
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
災
害
時
に
も
口
腔
ケ
ア
を
忘
れ
ず
に

し
こ
う

か
つ
ぜ
つ

か
か

か

歯磨きの指導をする浅井さん

処
置
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
に
、
食
事
は
毎
日
朝
・
昼
・

夕
の
３
回
食
べ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
揃
え
る
」「
い

ろ
い
ろ
な
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
」「
よ
く
噛
ま
な
い
と
い
け
な

い
食
材
を
取
り
入
れ
る
」
な
ど
で
低
栄
養
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
に
な
る
と
体
内
の
水
分
調
節
機
能
が
低
下
し
、
脱
水
を
お
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
毎
日
水
を
コ
ッ
プ
６
杯
程
度
（
５
０
０
㎖
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
２
本
分
程
度
）
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●火曜、水曜、金曜の13:30～15:00までは訪問診療

ほ
う
じ
ゅ
ん

う
わ
ば

や

そ
ろ

だ
え
き

・
・
・
・
・

９月の
診療案内
◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

（れいんぼう会館内）

在宅総合
ステーション
宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

・居宅介護支援事業所
・ホームヘルプサービス

れいんぼう

☎0985（23）7728
・訪問看護ステーション

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
9：00～12：30
（受付12：00）まで

15：00～17：30
（受付17：00）まで

生協クリニックのべおか
延岡市浜砂1丁目5-17  ☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

通所介護
デイサービス

月曜日
～土曜日
9：30
～16：00

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

午　前 午　後
15：00～18：00
（受付17：40）まで

休　診
（訪問診療）
休　診

（訪問診療）

8：45～12：30
（受付11：45）まで

このはな生協クリニック
宮崎市大字熊野1613  ☎0985（58）1222

高　田

休　診
（訪問診療）

高　田

通所介護
デイサービス

月曜日
～土曜日
9：00
～15：30

月

火

水

木

金

土

午　前 午後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問
診療

 8：30～12：30
（受付11：45）まで

 17：00～19：00
（受付18：30）まで

和知川原生協クリニック
宮崎市和知川原2丁目25-1  ☎0985（23）0050

植　野
（第3土曜休診）

植　野

植　野

生協病院
からの支援

訪問
診療

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

浜　田

浜　田

浜　田

浜　田

浜　田

浜　田

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

（第２・４土曜休診）

おおつか生協クリニック
宮崎市大塚町大迫南平4401-2  ☎0985（52）6715

午 後 夜　間
17：00～19：00
（受付18：30）まで

　

浜　田

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科

午　　　　前

一　般 一　般予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15～11：45
診療
8：30～12：30

受付
15：30～18：00
診療
16：00～18：30（要予約）

13：45～16：15 11：00
14：00
（要予約）

第1･3･5週
交替制
第2･4週
末　岡

午　前 午　　　前 午　　　　  後

予防接種 アレルギー特診

夜　　間午　　　後

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

　

植　野

宮　園

古　谷

坂　口

遠　藤

坂　口

遠　藤

遠　藤

永　友
（第４週のみ）

宮崎生協病院

山　岡

松　田

休　診

山　岡

交替制

交替制

小　澤

交替制

受付　13：30～16：30
診療　14：00～17：00

14：00～16:30
高橋麻里子

13：30～17:00
永　友

内科・外科 ☎0985（24）6877　小児科 ☎0985（24）6575　健康診断科 ☎0985（24）6566
居宅介護支援事業所 ☎0985（24）6545

8：30～10:00
第1・3・5（三宅）
第2・4（永友）

糖尿病外来
（第1週）

黒　木

休　診

宮崎市大島町天神前1171

交替制

山元・松尾 松　尾

松　尾

山　元

山元・松尾

山元・松尾

山元・松尾

山元・松尾

山元・久保

山元・松尾

久　保

久　保

久　保

交替制

休　　　　　診

休　　　　　診

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

高齢者共同住宅 みんなの家

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅 ぎおんの家

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム おおつかの家

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

在宅総合
ステーション

延岡市浜砂1丁目5番6号

☎0982（31）1453

☎0982（26）2536

☎0982（31）1442

・居宅介護支援事業所

・ホームヘルプサービス

・訪問看護ステーション

それいゆ

循環器内科（遠藤･坂口）、消化器内科（古谷）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、
内科･リハビリ（高橋麻里子）、透析（西谷）、外科・肛門外科（山岡・松田・黒木・末岡）、
小児科（山元･上野･久保・松尾）、後期研修医（黒木（俊））、初期研修医（荒木・甲斐・黒木（研）・米坂・荒武・斎藤）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※研修医は院外研修中の場合もあります。

（要予約）

13：30～16：30

乳児健診

山　元

松　尾

山　元

交替制

休　診

第516号（1） 2024年９月１日　発行 2024年９月１日　発行 （4）第516号健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる

宮崎医療生活協同組合

〒880-0824 宮崎市大島町天神前1175-3
発　行　機 関 紙 編 集 委 員 会
責任者　仁田脇 弘文

http://www.miyazaki-iryou.coop/

宮 崎 生 協 病 院

和知川原生協クリニック
このはな生協クリニック
おおつか生協クリニック
生協クリニックのべおか
訪問看護ステーションれいんぼう
居宅介護支援事業所れいんぼう
ホームヘルプサービスれいんぼう
居宅介護支援事業所宮崎生協病院
居宅介護支援事業所そ れ い ゆ
生協ホームヘルプサービスそ れ い ゆ
訪問看護ステーションそ れ い ゆ
宮崎医療生活協同組合

http://m-seikyouhp.com/
☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0982)31-1442
☎(0985)23-7168

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452

FAX　26-1944



食品を選ぶ医系学生食品を選ぶ医系学生

2024年度  第３回理事会の報告
＜審議事項＞
・２０２４年７月度の組合員活動の概要（仲間増やし４１名、出資金増
資３７８万円、班づくり０班、班会開催３６回）と取り組みについて
報告

・平和と社会保障を守る取り組み（全国・宮崎県の情勢や主な取り組み
署名）について報告

・宮崎県弁護士会主催「紙の保険証、廃止するの？」へ  パネリストと
して居宅介護事業所れいんぼう落合所長が参加することを報告

・看護師育成の支援、高等教育無償化の取り組みについて報告
・２０２４年６月度の経営状況についての報告（法人の経常利益８０５
万円で予算達成）

・宮崎生協病院の第一四半期の経営状況の報告と今後の対策方針の説明
・健診システム導入についての提案
・おおつか生協クリニックの就業時間変更についての提案
・宮崎生協病院の第２・４水曜日午後休診についての提案
・今年度の監査方針についての提案
・総代会の運用規則等遵守について

等々、以上可決承認いたしました

今、宮崎医療生協は 2024年７月31日現在

■新規加入者　４５名（7/1～7/31）

■総組合員数　４５，３８２名

■出　資　金　５億７,２９３万円

■平均出資金　１２，６２５円

■班　　　数　１８４班

■　　　　　   １７，３３８部おげんきですか
手配り配布数

◎2～3kgで小分けされたお米　　◎パックご飯
◎パスタなどの乾麺　　◎パスタソース　
◎インスタント食品　　◎お菓子　　◎生理用品
◎ティッシュ　　◎宮崎市指定のゴミ袋
支援していただく食品は最寄りのクリニックでも受け付けています。詳細は中原までご
相談ください。

ご寄付いただきたい食品等

医系学生のための食材支援（フードドライブ）にご協力ください！医系学生のための食材支援（フードドライブ）にご協力ください！医系学生のための食材支援（フードドライブ）にご協力ください！医系学生のための食材支援（フードドライブ）にご協力ください！

毎月第１・４金曜日　15時～18時　※4月から、実施を月1回（第4金曜）のみに変更となります。
●実施日時●

●回収場所●

●お問い合わせ●
学生担当/坂本・中原 TEL:080-8380-6271

◎宮崎医療生協本部  　宮崎市大島町天神前1175-3
◎医系学生サポートセンター  宮崎市清武町木原5536番地1階

健康コーナー
　組合員の皆様こんにちは。4 月から研修医となった荒武諒河と申します。まだまだ分からないことだ
らけですが、どうぞよろしくお願いします。今回は、食中毒に関しての情報をお届けします。

　食中毒と聞くと O－157 やアニサキスなどを思い浮かべる方が多いのではないでしょうか。食中毒には
細菌やウイルス、寄生虫によるもの、細菌が作り出す毒素によるもの、キノコやフグの毒によるものといっ
た様々な原因があります。少し前にニュースになった黄色ブドウ球菌性の食中毒は、菌による感染ではなく
て菌が作る毒素によるもので、加熱によって菌を死滅させても毒は残ってしまう厄介な食中毒です。

　加熱が効かない食中毒の話をしたばかりですが、大半の食中毒は加熱調理によって予防
をすることができます。食品の中心部まで十分に加熱しましょう。（７５℃以上で１分以上）
先ほど挙げたブドウ球菌性の食中毒は、調理時に手洗いを徹底し、更に手に切り傷などが
ある場合は使い捨ての手袋を付けることで予防をすることができます。加熱や手指消毒は
しっかり行いましょう。
　これから秋になり、いろいろなものがおいしい時期を迎えます。しかし、まだまだ気温
は高く食中毒になりやすい季節でもあります。生ものを冷蔵庫に入れずに放置すると、食
中毒の原因である細菌が繁殖しやすくなってしまいます。調理後の料理も、速やかに食べ
るか、保存する場合は冷蔵庫に入れるなど、温度を下げる工夫が必要です。できる限りの
予防はしっかりしていきましょう。

宮崎生協病院

初期研修医　荒武　諒河
あらたけ　  りょうが

●食中毒とは　

●食中毒を防ぐには

子
ど
も
の
保
健
学
校

め
だ
か
の
学
校

め
だ
か
の
学
校

　

生
協
病
院
常
勤
の
医
師
は
、
内

科
６
名
、
健
診
科
１
名
、
外
科
３

名
、
小
児
科
３
名
、
後
期
研
修
医
１

名
、
初
期
研
修
医
６
名
の
計
20
名

で
す
。２
０
２
０
年
か
ら
４
名
減

り
、
こ
の
10
年
で
最
も
少
な
い
人

数
と
な
り
ま
し
た
。医
師
の
高
齢

化
も
進
み
、
当
直
を
担
え
る
医
師

が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。し
か

し
医
療
活
動
で
は
、
昨
年
の
救
急

車
の
搬
入
台
数
は
大
幅
に
増
加
し

て
年
間
２
０
０
０
台
を
超
え
ま
し

た
。 （
軽
症
が
主
で
す
が
大
学
病

院
よ
り
多
い
で
す
）
人
工
透
析
や

在
宅
医
療
に
も
力
を
入
れ
、
さ
ら

に
研
修
医
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
。働
き
方
改
革
が
始
ま
り
、
常
態

化
し
て
い
た
時
間
外
労
働
を
減
ら

す
必
要
が
あ
り
、
今
の
医
師
集
団

で
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
診
療
を
続

け
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
で
す
。

　

当
院
は
和
知
川
原
の
診
療
所
か
ら
発
展
し
、
現
在
の
大
島
町
に
移
転
し
て
か

ら
も
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
努
力
し
て
き
ま
し

た
。し
か
し
現
在
で
は
、
病
状
が
安
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
は
市
内
の
各
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
地
域
の
開
業
医
さ
ん
へ
の
通
院
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

頼
り
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
、
こ
の
よ
う
な
お
願
い
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
大
変
心
苦
し
い
の
で
す
が
、
こ
の
現
状
を
ご
理
解
し
て
い

た
だ
き
、ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
未
来
は
暗
く
あ
り
ま
せ
ん
。当
院
で
初

期
研
修
を
修
め
た
医
師
8
名
が
、
こ
の
地
域
と
宮
崎

医
療
生
協
に
ど
ん
な
医
療
が
必
要
か
を
集
団
で
考

え
、
専
門
科
を
選
ん
で
外
部
で
研
修
し
て
お
り
、
３

〜
５
年
か
け
当
院
へ
戻
っ
て
く
る
予
定
で
す
。そ
の

時
ま
で
私
た
ち
は
団
結
し
て
地
域
医
療
を
守
り
、
次

世
代
へ
引
き
継
げ
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

7
月
27
日
（
土
）、
宮

崎
医
療
生
協
本
部
で
小

学
生
を
対
象
と
し
た

「
め
だ
か
の
学
校
」、
中

学
生
を
対
象
と
し
た

「
子
ど
も
の
保
健
学
校
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
子

ど
も
の
う
ち
か
ら
健
康

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
医
療
に
興
味
を
持

っ
て
医
療
関
係
の
職
業

を
目
指
す
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
小
中
学
生
併
せ
て
14

名
、保
護
者
が
7
名
参
加
し
、学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
内
容
は
、小
児
科
医
師
に
よ
る
講
義「
か
ら
だ

の
し
く
み
」、
病
院
の
検
査
室
と
放
射
線
科
の
見
学
、
た
ば

こ
の
害
を
説
明
す
る
た
め
の
実
験
と
な
っ
て
お
り
、
最
後

ま
で
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
手
作
り
の
修
了
証
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
病
院
に
は
た
く
さ
ん

の
検
査
す
る
部
屋
が
あ
り
、
大
き
い
機
械
や
小
さ
い
機
械

が
あ
っ
て
す
ご
い
と
思
っ
た
」「
早
食
い
を
し
な
い
で
お
茶

を
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
」「
煙
草
を
吸

っ
た
ら
止
め
ら
れ
な
い

こ
と
が
分
か
り
、
吸
い

た
く
な
い
な
ぁ
と
思
っ

た
」「
放
射
線
技
師
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
た
」

な
ど
の
感
想
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ

の
取
り
組
み
は
来
年
も

開
催
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。興
味
の
あ
る
お

子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が

い
れ
ば
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

事
業
所
・
部
署
紹
介【
第
15
回
】
「
医
　
局
」

　宮崎医療生協では、地域にお住いの皆様の「困った」を解決
するために宮崎市内各所で「あおぞら健康相談会」を実施して
います。相談会では、医師・看護師・ケアマネージャーといっ
た医療専門職が皆さまの「困った」を解決するためのお手伝い
をさせていただきます。どんな些細なことでも構いません。お
気軽に会場までお越しください。

　９月２０日（金）より、「秋の医療生協強化月間」が始まり
ます。毎年、組合員さんの仲間増やしと出資金増資を、全国
の医療生協の職員と各支部の組合員さんが一丸となって
１１月末まで集中して行うこの月間ですが、宮崎医療生協
の目標の確認と、組合員さんの気持ちを一つにする目的と
して下記の日程で「組合員のつどい」を開催します。

宮崎地区
　　日　時 ９月２５日（水）午前９時３０分～
　　場　所 宮崎市民文化ホール（イベントホール）

県北地区
　　日　時 ９月２０日（金）午後１時３０分～
　　場　所 延岡市社会教育センター

　宮崎地区、県北地区、どちらの「つどい」でも、各支部の
組合員さんによる楽しい企画が行われる予定です。組合
員さんも、そうでない方も、お気軽にご参加ください。

あおぞら健康相談会のお知らせ 組合員のつどいのお知らせ

宮崎生協病院の医師たち

『おげんきですか』配布員募集！
「おげんきですか」の手配り配布をしてくださる仲間を募集し
ています。「おげんきですか」の配布部数は年々減っていま
す。配布協力員さんの高齢化が一番の要因です。これは特定の
地域だけでなく、宮崎医療生協全体の問題となっています。新
しい配布協力員さんを得ることが求められています。ご協力い
ただける方は、下記までご連絡ください。

宮崎医療生協 健康まちづくり部　℡0985-31-9055

エコー検査の体験をする子どもたち

ＣＴについて学ぶ子どもたち

原材料、製品などの保存温度

食肉・食肉製品

殻付き卵

生鮮果実、野菜

生鮮魚介類

冷凍食品

１０℃以下

１０℃前後

5℃以下

－15℃以下

に
な

ささい

や

　　日　時：９月９日（月）１３：３０～
　　　　　　　小松台北町集会所（小松台北町・ピュアタウン）
　　　　　　９月２１日（土）１０：００～
　　　　　　　自由が丘団自治地公民館（宮崎市山崎町）
　　　　　　１０月１０日（木）１４：００～
　　　　　　　下村自治公民館（佐土原町東上那珂）
　　　　　　１０月１７日（木）１３：３０～
　　　　　　　国富が丘自治公民館（宮崎市本郷南方）
　　参加費　無料
　　連絡先　宮崎医療生協  健康まちづくり部（０９８５-３１-９０５５）

※日時・場所は変更になる場合がございます。予めご了承ください。

お
げ
ん
き
で
す
か
文
芸
欄

・
八
月
は
「
暑
い
で
す
ね
」
に
封
を
し
て

　

核
禁
の
た
め
一
人
街
宣

北
２
支
部
　
黒
木
　
利
忠
さ
ん

日
向
支
部
　
黒
木
　
邦
子
さ
ん

・
片
付
け
の
上
手
く
い
か
ず
に
今
回
も

　

捨
て
る
と
決
め
た
わ
ず
か
な
量
よ

日
向
支
部
　
水
永
　
玲
子
さ
ん

〈
短
歌
〉

・
弟
の
作
り
た
西
瓜
甘
か
り
し

・
両
腕
に
水
を
か
け
か
け
厨
事

〈
俳
句
〉

ふ
れ
あ
い
縁
日

　

８
月
の
夏
休
み
に

合
わ
せ
て
、
宮
崎
生

協
病
院
近
く
の
地
域

の
８
カ
所
の
居
場
所

（
宮
崎
市
の
市
民
活

動
補
助
金
活
用
）
の

う
ち
４
カ
所
で
、「
ふ

れ
あ
い
縁
日
」
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
の

取
り
組
み
は
普
段
の

活
動
で
行
っ
て
い
る

高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
・
フ
レ
イ
ル
予

防
だ
け
で
な
く
、
子

育
て
世
代
と
の
つ
な

が
り
や
、
子
ど
も
が
医
療
に
触
れ
て
学
ぶ
機
会
を
つ
く

る
目
的
で
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
地
域
の
小
中
学
校
に
チ
ラ
シ
で
案
内
し
、
４

カ
所
あ
わ
せ
て
27
名
の
小
学
生
と
、
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
小
学
生
11
人
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

「
縁
日
」当
日
は
、
高
齢
者
と
小
学
生
、
保
護
者
が
一
緒
に

５
種
類
の
手
作
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
様
々
な
世
代
で

ふ
れ
あ
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
は「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
来
た
い
」と
い
っ
た
感

想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
健
康
に
興
味
を
持
っ
て
元
気
に
過
ご
し

て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ふれあい縁日を楽しむ子どもたち

く
り
や
ご
と

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになった場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。
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